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取得学位

日本ベントス学会、日本貝類学会（評議員・学会誌編集委員）、日本生態学会（自然保護
専門委員・外来種問題検討作業部会員・近畿地区会委員・近畿地区会自然保護専門委員
長）、付着生物学会、日本陸水学会、軟体動物多様性学会、応用生態工学会、野生生物保
護学会、陸水生物研究会、南紀生物研究会、兵庫淡水生物研究会

外来海洋生物・外来淡水生物の分布、生態、被害、リスクアセスメントおよび防除に関す
る研究

京都大学理学研究科博士課程満期退学

　【研究上の特記事項】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

理学博士（京都大学）

動物生態学、保全生物学、生物地理学

・表現技法 I（前期）
・環境論 III（前・後期）
・環境論 IV（後期）
・環境論 VII &環境論 VIII（前・後期）
・人間論 V（前期）
・生物の多様性（後期）　その他

最終学歴

専門分野

（1）外来海洋生物の研究者として、今年度は、福井県や石川県の日本海沿岸で分布調査
を行った。（2）日本ベントス学会自然環境保全委員会を中心として作成している干潟ベ
ントスRDB（レッドデータブック）の貝類分科会のまとめ役を務めた。

学部担当科目

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　講義では、常にコンピューターを用いてPpower Pointなどのプレゼンテーション用ソフ
トやビデオ・DVD資料を使用し、写真や図表や動画を示しながら視覚的・聴覚的にわかり
やすいよう工夫を凝らしている。環境論VII&VIIIでは、野外調査を何度も実施して、自然
体験の少ない最近の学生たちに、健全＆不健全な自然環境を体験・理解できるよう努力し
ている。また学会の自然環境保全委員会委員長や行政招集の委員などを幾つも務めた経験
から、政治、行政や産業界の環境問題に対する取組の現状についても紹介している。

日本生態学会近畿地区会・自然保護専門委員会委員長、日本貝類学会・評議員、日本貝類
学会・学会誌編集委員、日本生態学会自然保護専門委員会委員・同外来種問題検討作業部
会委員等の活動を通して、干潟RDB作成の作業や議論のまとめ役、学会要望書の作成や行
政・地方自治体等への提出と説明等の活動を行った。また、環境省レッドデータブック
（RDB）貝類分科会干潟貝類作業部会員として、2012年度に改定される貝類レッドリスト
の改定作業に関わった。

入学センター長として、本学の入試関連業務を統括した。また、教養部学生支援委員会委
員（教務担当）やキャリア教育推進委員会委員として、本学での初年次教育・教養教育・
キャリア教育の円滑かつ効果的な実施と改善に向けた活動を行った。生物研究会・天文同
好会・ワンダーフォーゲル行道会・放送研究会等文化会クラブや多数のサークルの顧問と
して、本学学生の課外活動等の支援や助言を行なった。

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・環境論 III
・
・
・



共著

共著

単著

共著

共同発
表

単独発
表

単独発
表

②日本海沿岸における外来二
枚貝コウロエンカワヒバリガ
イの分布について

⑤

①捕食者がカサガイを介して
藻類相に及ぼす間接効果

③日本海沿岸における外来フ
ジツボ類の分布拡大について

（学会発表）

⑤

④

第13章「数理モデルで推定した外来
生物の分布拡大パターン：海の外来
生物と口蹄疫」を共同で執筆した。

③数理モデルで推定した外来
生物の分布拡大パターン：海
の外来生物と口蹄疫

①秋田県男鹿市で発見された
外来二枚貝類コウロエンカワ
ヒバリガイ（イガイ科）の死
殻

②日本海沿岸における外来海
洋動物の分布調査について

②

③

④

2012年3月

2011年9月

2011年3月

（2011年3月9日の発表であるが、昨
年度未報告であったため、今年度と
して記入した）和田葉子氏と遊佐陽
一氏との共同で、イボニシという肉
食性巻貝がキクノハナガイという藻
食性カサガイを介して藻類群集に与
える間接効果について発表した。

外来二枚貝コウロエンカワヒバリガ
イの日本海沿岸全体での分布を明ら
かにして、分布拡大パターンやその
ベクターについて考察した。

日本海沿岸全体での、外来フジツボ
類の分布を明らかにして、分布拡大
パターンやベクターについて考察し
た。

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

北海道から九州までの日本海沿岸各
地で行なった外来海洋生物の調査の
方法と場所、および発見された外来
生物について、報告を行った。69-
78頁

小池文人氏・森本信生氏と共著で、
外来生物の分布拡大パターンについ
て、海洋生物と陸上の感染生物との
比較を行なった。246-269頁

（学術論文）

（著書）

①生態系の暮らし方：アジア
視点の環境リスク-マネジメ
ント

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

2011年11月

福田宏氏と共著で、外来海産二枚貝
であるコウロエンカワヒバリガイの
新分布地（日本北限）の報告を行っ
た。 5-8頁

2012年3月

Molluscan
Diversity, vol.3

奈良大学総合研究所
所報，20巻

日本生態学会第58回
大会

日本貝類学会平成23
年度大会

2011年日本ベントス
学会・日本プランク
トン学会合同大会

2011年4月

著書『生態系の暮ら
し方：アジア視点の
環境リスク-マネジ
メント』

東海大学出版会2012年3月



共同発
表

④

④干潟の絶滅危惧動物図鑑ー
海岸ベントスのレッドデータ
ブック』（仮題，2012年刊行
予定）に掲載される貝類の概
要

⑤

⑤

①

③

（その他）

②

福田宏氏と共同で、2012年7月に刊
行予定の干潟RDBに掲載される希
少・絶滅危惧貝類の特色についてま
とめて、発表した。

軟体動物多様性学会
2011年度大会

2011年12月


